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あ行
一次予防 （P66）

病気にならないように、普段から健康増進に努め

ることを言います。

AED（エーイーディー） （P81）

自動体外式除細動器。必要に応じて電気的な

ショックを与え、心臓の働きを戻すことを試みる

医療機器。

か行
核家族 （P9）

ひと組の夫婦とその未婚の子どもなどからなる世

帯を言います。

狭あい道路 （P38）

主に幅員4m未満の自動車のすれ違いや通行が困

難な道路を言います。

行政改革大綱 （P96）

本市における地方分権時代の行政改革の進むべき

方向性などを明らかにした指針。

行政評価システム （P99）

政策や事業等の行政活動について、一定の基準で、

できる限りわかりやすい指標を用い、その必要性

や効率性、成果などについて評価し、総合計画の進

行管理や予算編成等に活用するものです。

協働 （P21）

市民、NPO、企業などが行政と協力して地域課題

などの解決に取り組むことを言います。

 

区域区分（線引き） （P94）

都市計画区域を「市街化区域」と「市街化調整区域」

の2つの区域に区分することを言います。

グローバル化 （P52）

資本や労働力の移動が活発化し貿易や投資が増大

することによって、世界における経済的な結びつ

きが深まることを言います。

刑法犯認知件数 （P82）

警察等の捜査機関によって、犯罪の発生が認知さ

れた件数を言います。

減災 （P81）

災害時において発生し得る被害を最小限に抑える

ための取り組み。

合計特殊出生率 （P19）

ひとりの女性が一生の間に産む子どもの数を言い

ます。

高次都市機能 （P115）

日常生活を営む圏域を越えた広範な地域を対象と

する質の高い都市的サービスを提供する機能を言

います。具体的な施設としては、大学院･大学･短期

大学･研究機関など研究開発施設、劇場･美術館･博

物館･専門図書館など芸術文化施設、スタジアムな

どスポーツ･レクリエーション施設、高度専門医療

施設、遊園地･映画館など余暇娯楽施設などがあり

ます。

国民文化祭 （P49）

全国各地から、さまざまな文化活動に親しんでい

る個人や団体が集まって、音楽、舞踊、演劇、美術、

文芸などの成果を発表する国内最大の文化祭典。

昭和61年から毎年、各都道府県持ち回りで開催さ

れています。
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さ行
里山 （P30）

人里の近くにある生活に結びついた山のことを言

います。

3次救急 （P66）

最も重症な患者を対象とする救急医療を言います。

三種類の予防接種 （P65）

医師と本人または保護者が判断して接種する「任

意予防接種」（接種費用は自己負担）のうち、子宮

頸がんワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌

ワクチンのことを言います。市では平成22年4月

から費用を全額助成しています。

CMS（シーエムエス） （P105）

Content Management Systemの略で、Webコンテ

ンツを構成するテキストや画像、レイアウト情報

などを一元的に保存・管理し、サイトを構築した

り編集したりするソフトウェアを言います。

事業仕分け （P98）

自治体が行なっている事業を、予算項目ごとに、必

要かどうか、必要ならばどこがやるか（官か民か、

国か地方か）について、外部の視点で、公開の場に

おいて、担当職員と議論して仕分けていく作業。

資源循環型社会 （P88）

大量消費・大量廃棄型社会から脱却し、環境負荷

をできる限り抑制する仕組みが組み込まれている

社会のことを言います。

指定管理者制度 （P48）

地方自治法の改正により、公の施設の管理を民間

事業者を含む幅広い団体ができるようになった制

度を言います。

市民農園 （P76）

サラリーマンなど都市の住民がレクリエーション

目的などで小面積の農地を利用して野菜や花など

を育てるための農園を言います。

住民基本台帳カード （P102）

住民票に記載された氏名や住民票コードなどが記

録されたICカード。住民票の広域交付に利用でき

るほか、公的個人認証サービスでの電子証明書や

秘密鍵を格納するため電子申請・申告などを行う

際に必要となります。

集落営農 （P76）

集落を単位として、生産工程の全部または一部を

共同で取り組むことを言います。

常備消防 （P82）

消防署やその出張所のことで、専任の職員が勤務

しているものを言います。

食育 （P44）

さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」

を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する

ことができる人間を育てることを言います。

シンクライアントPC （P101）

ユーザーが使用するクライアント端末に必要最小

限の処理をさせ、ほとんどの処理をサーバー側に

集中させたシステムです。

人口集中地区 （P34）

国勢調査において、①原則として人口密度が1k㎡

当たり4,000人以上の基本単位区等が市区町村内

で互いに隣接し、かつ②それら隣接した地域の人

口が国勢調査で5,000人以上を有する地域を言い

ます。
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人口推計 （P19）

国立社会保障・人口問題研究所が平成20年（2008

年）12月に公表した「日本の市区町村将来推計人

口」の人口動態率や移動率などの仮定値をもとに、

住民基本台帳に基づく平成17年（2005年）から平

成22年（2010年）までの5年間の年齢階層別人口

の変化率による補正を加え、平成22年（2010年）

を基準年として将来人口の推計を行いました。

人口ピラミッド （P6）

ある時点における年齢階層別人口を上下に、男女

を左右に分けて並べた図を言います。一般に多産

多死型社会ではピラミッド型になりますが、少産

少死型社会では壺（つぼ）型になります。

生活交通 （P35）

一般的には、地域における通勤、通学、買い物など

の日常生活に必要なバス、電車などの公共交通の

ことを言います。

生活排水クリーン処理率 （P88）

生活排水を処理する施設は、下水道や合併処理浄

化槽、農業集落排水処理施設などがあり、地域特性

に応じて導入可能なものが順次整備されています

が、これらの処理施設による処理人口の総人口に

占める割合を言います。

製造品出荷額等 （P12）

その事業所が所有する原材料によって製造された

製品の出荷額を言います。

成年後見制度 （P56）

認知症や知的障がい者など判断能力が不十分な人

について、契約の締結等を代わりに行う代理人な

どを選任したり、本人が誤った判断に基づいて契

約を締結した場合にその契約を取り消すことがで

きるようにすることによって、不利益から守る制

度のことを言います。

接遇 （P101）

接客業務時におけるお客さんに対する接客スキル

のことを言います。

た行
第1号被保険者 （P59）

65歳以上の人全員を言います。

タウンミーティング （P125）

市民と行政による意見交換を目的として開催され

る対話集会のことを言います。

棚田 （P28）

急な傾斜地に階段状につくられた田のことを言い

ます。

地域包括支援センター （P58）

平成17年に改正された介護保険法により新たに

位置づけられた機関で、介護保険が適用されない

人に対しても、その人が要支援・要介護状態にな

らないように介護予防サービスなどを提供してい

ます。

知識集約型の産業 （P79）

コンピュータ関連産業、バイオテクノロジー、ナ

ノテクノロジー関連の研究開発型産業、教育産業

など知識や技術を多く投入する産業のことを言

います。

秩父多摩甲斐国立公園 （P94）

昭和25年7月10日に秩父多摩国立公園に指定さ

れ、平成12年8月10日に秩父多摩甲斐国立公園と

名称変更されました。

地方債 （P22）

自治体が一会計年度を越えて行う借入れを言い

ます。
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中1ギャップ （P45）

小学生から中学1年生への移行期に、子どもたち

が学習や生活の変化になじめずに不登校となった

り、いじめが急増するという現象を言います。

定員管理 （P96）

市民サービスを今後どのように行っていくかと

いう判断のもと、自治体の業務分析などを詳細に

実施した上で必要な職員数を算定していくもの

です。

低炭素社会 （P20）

地球温暖化の原因の一つと考えられる二酸化炭素

の排出が少ない社会のことを言います。

都市計画マスタープラン （P28）

都市づくりの将来の望ましい姿（将来像）を示し、

その将来像を実現するための基本的な方針を定め

るものです。

な行
認定農業者 （P77）

農業経営の規模拡大や生産方式の合理化など、将

来の農業経営の改善計画を掲げた「農業経営改善

計画」を作成し、市長の認定を受けた農業者を言

います。

年間商品販売額 （P13）

その事業所における年間の商品の販売額を言い

ます。

ねんりんピック （P58）

全国健康福祉祭の愛称。60歳以上の高齢者を中

心とするゲートボールや卓球、テニスなどの各種

スポーツ競技や美術展、音楽文化祭などの文化イ

ベントや健康福祉機器展、子どもフェスティバル

など、あらゆる世代の人たちが楽しめる総合的な

祭典。

 

農業生産法人 （P77）

農業者などの農業関係者が中心となって組織され

た農業を行う法人であり、農業経営を行うため、

農地を買ったり借りたりすることができることに

なっています。

農業粗生産額 （P11）

農家が稲作、野菜・果樹栽培、養蚕、畜産などの農

業生産によって得た農畜産物と、その農畜産物を

原料として作られた加工農産物を販売して得た利

益額のことです。

農地の流動化 （P76）

地域の農業に意欲的な認定農業者などの担い手に

農地を貸したり、売ったり、農作業を委託したりし

て、農地の有効利用を図り効率的かつ安定的な農

業経営を確立することを言います。

ノーマライゼーション （P55）

障がいのある人と健常の人と、お互いが区別され

ることなく、社会生活をすることが本来の望まし

い姿であるとする考え方。

は行
パーク&バスライド、パーク&レイルライド （P37）

交通渋滞緩和のため、自家用車で最寄りの駅また

はバス停まで行き、車を駐車させた後、バスや鉄道

等の公共交通機関を利用して目的地に向かうシス

テムを言います。

ハザードマップ （P81）

過去の災害記録や科学的な研究、実地調査などを

もとに危険な場所や避難経路を地図上に表したも

のを言います。

パブリックコメント制度 （P105）

市の重要な施策、たとえば計画などを策定してい

く中で、その計画などの素案を公表し、広く市民に

意見や情報を求め、提出された意見などを考慮し

て決定していく制度を言います。
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PDCA（ピーディーシーエー）サイクル （P97）

Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改

善）の4段階を繰り返すことによって、業務を継続

的に改善する手法。

標準化・共同化 （P103）

標準化とは市町村ごとに異なった電算システム等

を同じ形態にすることを言います。また、共同化と

は各市町村が独自に運営してきた電算システムな

どを共同運営することを言います。

ファミリー・サポート・センター （P62）

育児の援助を受けたい依頼会員と、育児の援助を

行う提供会員という会員同士で育児の援助を行う

地域の子育て支援システムを推進するセンターの

ことを言います。

付加価値 （P74）

企業などが、事業活動を通じて新たに生み出す価

値のことを言います。

プライマリー・ヘルス・ケア （P66）

プライマリーとは「最初の」「最も重要な」などを意味す

る言葉で、ここでは「住民に最も身近な」という意味合

いを持っています。ヘルス・ケアは「健康づくりに取り

組む」ことを意味します。したがって、プライマリー・ヘ

ルス・ケアとは住民に最も身近な地域の、住民にとって

最も重要な健康づくりの取り組みのことを言います。

ふれあいペンダント事業 （P58）

一人暮らしで虚弱な65歳以上の高齢者を対象に、

急病や事故など緊急に助けが必要な時に、速やか

な援助や支援ができるよう24時間体制で消防本部

と電話回線で結ぶ「ふれあいペンダント（緊急通

報システム）」を設置（貸与）する事業を言います。

フロアーマネージャー （P102）

来庁者に対し、市役所業務や庁舎施設の案内を行

い、各種請求書などの記入を補助し、市民サービ

ス・行政サービスの向上を担う職員。

ポケットパーク （P31）

道路わきや街区内の空き地など、わずかな土地を

利用した小さな公園のことを言います。

歩行者ネットワーク （P39）

人を主体とした魅力ある都市環境・空間形成を図

るため、回遊性が高く、快適で安心・安全なゆとり

ある歩行者空間を言います。

補助幹線道路 （P33）

道路網のなかで国道や県道などの幹線道路を補う

道路。幹線道路と区画街路とを連絡し、生活幹線道

路の役割を果たします。

ま行
未利用地 （P33）

更地、遊休化した工場や駐車場など有効に利用さ

れていない土地を言います。

メタボリックシンドローム （P66）

腹囲が男性で85cm・女性で90cm以上で、これに加

えて高血圧、高血糖、高脂血症のうち2つ以上が該

当する状態を言い、虚血性心疾患や脳血管疾患等

の発症リスクが高いと言われています。

や行
やまなしくらしねっと （P101）

申請・届出業務・予約業務などを電子化し、また、

メールマガジンやアンケートなどをサービス化し

た行政サービスです。

友愛訪問 （P58）

月2回、75歳以上の一人暮らし高齢者の自宅を訪

問し、安否確認を行うとともに、乳酸菌飲料などを

支給するサービスを言います。
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要保護世帯数 （P55）

病気や障がいなどで働けなくなったり、失業して

収入が無くなったり、働いていても収入が少な

かったりして生活に困る場合があります。そのよ

うなときに、生活保護法に基づき、最低限度の生活

を保障され、自分の力で生活していけるようにな

るまで支援を受けている世帯の数を言います。

4R（ヨンアール）運動 （P90）

ごみになるものを断つ（Refuse）、買う量などを減

らす（Reduce）、繰り返し使う（Reuse）、資源とし

て再利用する（Recycle）の4つのRを推進すること

を言います。

ら行
労働力人口 （P21）

15歳以上の者で、就業者及び就業したいと希望

し、求職活動をしているが仕事についていない者

（完全失業者）の総数を言います。

ローカウンター （P101）

窓口のカウンターを低くし、お客さんはいすに座

るようになっているため、相談形式での対応が可

能なカウンターのことを言います。

わ行
ワーク・ライフ・バランス （P20）

「仕事と生活の調和」と訳され、国民一人ひとりが

やりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責

任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおい

ても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に

応じて多様な生き方が選択・実現できることを言

います。
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